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タイへの排水ポンプ車の派遣について 
～国土交通省保有排水ポンプ車の初の海外派遣～ 

 

 
 

（１）日時：平成２３年１１月４日（金）積み込み、同５日（土）出港 

 

（２）概要 

・洪水被害を受けたタイ王国政府に対する、排水分野での日本政府の支援の一環と

して、本日決定された国際緊急援助隊専門家チーム（排水ポンプ車チーム。国土

交通省・外務省職員参加予定）の活動にあてるため、国土交通省中部地方整備局

が保有する排水ポンプ車 10 台を派遣。 

・排水ポンプ車は 11 月 4 日に横浜港で積み込み後、同 5 日に出港し、同 17 日にタ

イ王国ラムチャバン港に到着予定。 

・日本政府は 11 月 1 日に大型排水用ポンプ等の購入に必要な緊急無償資金協力を

行うことを決定しており、今回の派遣は、これに加えてタイにおける排水活動を支

援するもの。 

・津島恭一国土交通大臣政務官は、11 月 4 日に実施される出発式に出席予定。 

 

  
 

 

国土交通省は、洪水被害を受けたタイへの排水支援の一環として、排水能力が

高く機動性に優れた国土交通省の排水ポンプ車 10 台をタイに派遣します。排水

ポンプ車は、11 月 5 日に横浜港を出港し、同 17 日にタイに到着予定です。 



（３）派遣される排水ポンプ車について 

・派遣する排水ポンプ車は、毎分 30 m3 の排水能力を持ち、小学校の 25m プールを

約 10 分で空にすることができる。また 1 台で一般的な消防自動車約 10 台分の排

水が可能。 

・この排水ポンプ車には、軽量でありながら、排水能力が高いポンプを備えており、

クレーンを使わずに人力での設置・撤去が可能。また、ポンプと発動発電機を車両

に搭載しており、自立性・機動性に優れている。 

・これらの特徴と毎分 30 m3 の排水能力をもち、排水に特化した車両は、世界中にも

類が無く、これを活用して排水を行うことは、日本ならではの貢献である。 

・また、同タイプの排水ポンプ車は、東日本大震災において、国土交通省の各地方

整備局等から計 75 台が集められ、岩手県、宮城県、福島県等の津波浸水地域に

おいて排水活動に従事した。 

 

※出発式の取材を希望するプレスにおかれては、11 月 3 日（木）17 時までに、下記

問い合わせ先のうち藤村・松本・吉井までご連絡ください。氏名、社名、連絡先

（携帯電話番号等）、携行機材（TV カメラかスチルカメラか）等の情報が必要です。

現地での取材対応時刻は現在、午前 8 時を目途に調整中です。確定し次第、ご

連絡頂いた連絡先までお知らせします。 

 

（４）配布先 

「国土交通記者会」、「中部地方整備局記者クラブ」 

 

 
【問い合わせ先】 

国土交通省 

 （出発式対応に関すること） 

総合政策局 海外プロジェクト推進課 藤村・松本・吉井 

代表 03-5253-8111 （内線：25806、25805、25815） 

   夜間直通 03-5253-8315 

 （排水ポンプ車の性能に関すること） 

総合政策局 公共事業企画調整課 森川 

代表 03-5253-8111 （内線：24912） 

   夜間直通 03-5253-8285 

  （排水ポンプ車の派遣に関すること） 

総合政策局 海外プロジェクト推進課 松本・藤村 

代表 03-5253-8111 （内線：25805、25806） 

夜間直通 03-5253-8315 

  （排水作業に関すること） 

水管理・国土保全局 河川計画課 井上 

代表 03-5253-8111 （内線：35342） 

夜間直通 03-5253-8444 


